
第５学年の実践例 Ⅲ

単元 面積の求め方を考えよう（等積変形）

１．主張点

『図形の見方を多様にする問題作り』
面積の単元を学習してくると子どもたちは，図形によって，縦，横，高さ，対角線，上底，

下底といった面積を求めるための長さを意識し，計算する。つまり，正方形以外は２つ以上の

長さが必要だと思っている。それらを見つけて適切な公式や等積変形によって求めようとする。

しかし，求積はその図形の性質と非常に関係している。にもかかわらず図形の性質を意識し

て求積する児童は少ないし，そういった問題に触れていないのである。だからこそ，ここでは，

図形の性質を意識した求積活動をさせることによって，既習内容を振り返る数学的な態度を身

につけさせたい。

２．そのための教材開発
まず第５学年の面積の単元ではほとんど複合図形が取り扱われていな

い。唯一くさび形（凹四角形）だけである。そこで，すべての図形の公

式を身につけた，あるいは等積変形できるようになった単元のまとめの

時間に，右のような図形の面積を求める活動をする。これは単に直角三

角形の面積を求めて４倍するといったものではない。与える長さはＢＰ

だけである。ＡＢの長さを与えたのでは，直角二等辺三角形なのでＡＢ

×ＡＢ÷２で１つ分が分かってしまう。これも図形の性質を使ってはい

るが，簡単すぎて興味がわかない。（児童の実態にあわせて可）ＢＰの長さだけ与えることで，

面積の公式から図形の性質に意識がうつり，対角線の性質や正方形の性質に気付き「できない」

から「できた」ときの喜びが増すと考える。

３．教材開発の意図と留意点
長さがＢＰだけしか分からないので子どもたちは「できない」と言うだろう。この時点では

子供は「三角形の面積＝底辺と高さが必要」と考えている。しかし，教師が「それができるん

だよ」と返すと公式から抜け出さずにはいられない。または，底辺を何とかして探し出そうと

するであろう。ここで大事なのは，いきなりこの図形を提示しないことである。２枚の正方形

から見せるのである。下図のように切って，作る過程を子どもと確認する必要がある。そうす

ることで子どもは１枚の三角形は２枚で正方形という意識が残るのである。

ここで大事なのは，この問題が解けるということではない。求積するためには，公式だけで

はなく，図形の性質や移動させることも必要だということに気付くことである。本時の後半に

は，自分で問題作りをする。その中に，本時の内容が含まれた問題作りができていれば評価は

○である。
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４．展開
(1) 目標 図形の性質や等積変形を意識して求積したり，問題を作ったりできる。

(2) 学習指導過程

学習活動と子どもの意識 留意点と手立て

１ 本時の学習課題「今までの知識を使って面積 ・ ２枚の図形（正方形）を確認し，４

を求めよう」を把握する。 枚の直角三角形を作る。この際，図形

の性質も確認する。

２ 風車の面積を求める。 ・ どこの長さが必要か子どもたちに問

いかけ，子どもたちが底辺と高さを必

要としていることを確認してから，Ｂ

Ｐの長さだけを与える。

・ 考えやすいように，ワークシートに

同じ図を描いたものを与える。

・ 求め方を言葉や図を絡めて書かせる

ことで友だちに伝えられるノート作り

をさせる。

・ ポイントとなる考えには下線を引か

せる。（助言もする。）

・ １つの考えでできた児童には他の考

え方もあることを伝える。

【評】 自分なりの方法で解くことがで

きる。

３ 求め方を話し合う。 ・ 図形を移動させながら説明するの

で，移動前も跡が残るような掲示の工

夫をしておく。

・ 求積のポイント（図形の性質，移動）

を分かりやすく板書する。

・ 問題作りにつまずいている児童には

４ 本時のまとめをし，自分でも問題作りをする。 ４年生のときの問題（凹凸型，Ｌ型な

ど）をヒントカードで渡す。

・ 長さは必要なものだけを書くように

助言する。

・ 問題作りができた子ども同士で解き

合わせる。

(3) 評価

Ｂ：等積変形させることで求積できる問題を作ることができている。（ノート）

Ａ：図形の性質を利用した問題を作ることができている。（ノート）

Ａ

Ｂ Ｐ

Ｃ

分かる長さがＢＰだけじゃ，解け

そうにないなぁ。

もともと正方形だったのだから，

対角線の性質が使えないかな。

切って，動かせば分かるかも

しれない。

どんな図形の面積も，図形を切っ

たり移動させて求めればいいなぁ。

面積を求めるには，その図形の

性質を使うことも必要だ。

正方形の対角線は，お互いの真ん中

で垂直に交わるという性質から，

ＡＣは 8cm だよ。



５．考察
まず子どもの解き方には以下①②③のようなものがあった。（ＢＰ＝ 4cm）

① ②

③

①の考えと②の考えが一番多く，学級の半分であ

った。③の考えの子どもは２名で切るという操作は

考えつかなかったようである。半分弱の子どもは自

分だけでは考えつかず，教師の支援で①の考え方が

理解できた。①の説明の際には，正方形の掲示と対

比しながら説明できるようにしたい。②の考え方の

説明は，移動させた後，高さがどこに移ったかとい

うことが分かるように色線を引く必要がある。また

縦の長さが内部ではなく，辺に重なるように同じ長

さの棒を移動させると正方形の一辺であることが視

覚的につかめた。③の説明の際には，切った跡が残

るような工夫が必要で，②の正方形と比べることで，面積が等しいことを確認させる。

児童が考えた問題は等積変形させる問題が多かった。子どもたちの意識としては，見た目は

複雑だけれども少し見方を変えれば簡単になるような問題を作る児童が多かった。また，図形

を考えるよりも，長さを考えることが難しかったようなので，ペアでさせたり，教師の支援が

必要であった。

◆児童が考えた問題

一つの直角二等辺三角形の高さは

正方形のときの対角線の半分なの

で，対角線は 8cm です。底辺は対

角線なので，

公式から８×４÷２＝１６

全部で４つあるので

１６×４＝６４です。

直角二等辺三角形を移動させて，

正方形を作ります。縦は高さの２倍

になるので 8cm。

正方形なので，８×８＝６４です。

線で切って，移動させて正方形を

作ります。

横の長さは 8cm になる。

正方形なので，一辺×一辺で

８×８＝６４です。



６．評価カード

チェック問題

５年 組 名前（ ）No.（ ）

□ 次の図形の 部分の面積について答えましょう。

① どうやって求めますか？考え方を書きましょう。

② どこの長さが分かれば求められますか？赤鉛筆で知りたい長さをなぞりましょう。

〈Ｂ例〉 〈Ａ例〉

① １つの直角三角形の面積を求め，４ ① 周りの直角三角形を正方形になるよ

倍する。 うに移動し，求める。

② 直角三角形の一辺（斜辺以外）をな ② 正方形を意識した長さをなぞる。

ぞる。

評価の基準

Ｂ：直角三角形や正方形の性質を意識した考え方を使って解いている。

Ａ：上記に加え，論理的かつ簡潔に解いている。

別の方法がある児童に

は，２枚目を渡して，

多様な考え方ができる

ように促す。

考え方はいくつ書いてもいいよ

うに指示する。説明するために

図の角に記号を付けてもいいこ

とを伝える。


